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生
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私
は
今
年
の
年
賀
状
に
「
近
年
ほ
ど

国
際
情
勢
を
は
じ
め
A
I
を
中
心
と

し
た
技
術
進
歩
の
大
き
な
う
ね
り
を

感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
印
刷

書
き
し
、
さ
ら
に
「
今
春
、
30
余
年
務

め
た
大
学
を
辞
め
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
こ
れ
を
も
っ
て
〝
社
会
人
60
年
マ

ラ
ソ
ン
〟
を
完
走
し
た
こ
と
に
し
ま

す
」
と
ペ
ン
で
添
え
書
き
を
し
ま
し
た
。 

そ
の
他
、
例
年
通
り
近
況
報
告
を
兼

ね
た
一
年
間
の
総
括
と
〝
一
年
の
計

は
元
旦
に
あ
り
〟
の
諺
に
従
い
構
想

段
階
の
も
の
で
も
記
し
て
約
300
枚
の

年
賀
状
を
投
函
し
ま
し
た
。 

そ
の
過
程
で
感
じ
た
こ
と
は
「
喪
中

に
つ
き
欠
礼
す
る
」
旨
の
多
数
の
葉
書

を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
今
さ
ら
な
が

ら
高
齢
化
時
代
の
到
来
を
実
感
し
た

り
、
メ
ー
ル
、
ス
マ
ホ
等
の
普
及
に
と

も
な
う
年
賀
状
の
行
く
末
の
こ
と
で

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
年
賀
状
の
交

換
に
よ
っ
て
、
知
ら
ぬ
間
に
生
涯
学
習

に
必
要
と
さ
れ
る
要
件
が
満
た
さ
れ

て
い
る
メ
リ
ッ
ト
に
も
気
づ
く
こ
と

も
で
き
ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
示
す
と

次
の
通
り
で
す
。 

(1)
将
来
の
見
通
し
を
す
る
。 

(2)
目
標
を
設
定
す
る
。(

一
年
の
計
は

元
旦
に
あ
り) 

(3)
社
会(

交
友)

関
係
を
密
に
す
る
。(

年 
賀
状
の
枚
数
が
バ
ロ
メ
ー
タ
ー) 

(4)
文
章
作
成
の
習
慣
を
つ
け
る
。 

私
の
場
合
、
将
来
の
見
通
し
の
A

I
に
つ
い
て
は
新
年
早
々
の
新
聞
紙

上(

日
本
経
済)

で
は
下
記
の
大
き
な
見

出
し
で
連
日
の
よ
う
に
報
じ
て
お
り
、

門
外
漢
な
が
ら
そ
の
詳
細
を
読
む
限

り
今
年
最
初
の
ヒ
ッ
ト
だ
と
い
え
そ

う
で
す
。 

「
A
I
産
業
革
命
始
動
」(

1
・
11) 

「
A
I
で
防
犯 

映
像
解
析
」(

1.

・

12(

夕)) 

「
A
I
集
団
、
巨
人
を
と

り
こ
」(

1
・
15) 

「
A
I
搭
載
車

す
ぐ
そ
こ
」(

1
・
16(

夕)) 

次
の
目
標
に
つ
い
て
は
、
本
学
設
立

20
周
年
記
念
事
業
の
懸
賞
論
文
課
題

の
「
人
生
100
年
時
代
の
生
涯
学
習
」
と

個
人
的
に
は
「
社
会
人
60
年
マ
ラ
ソ
ン

の
完
走
」
に
凝
縮
さ
せ
て
い
る
型
で
す
。

人
生
100
年
に
関
し
て
は
す
で
に
五
木

寛
之
氏
の
「
百
歳
人
生
を
生
き
る
ヒ
ン

ト
」(

日
経
プ
レ
ミ
ア
シ
リ
ー
ズ)

を
は

じ
め
多
数
の
情
報
が
あ
る
の
で
参
考

に
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

そ
れ
に
つ
け
て
も
A
I (

人
工
頭

脳)

と
い
う
異
次
元
の
世
界
で
の
人
間

の
生
き
方
が
分
か
ら
な
い
現
在
、
果
た

し
て
〝
A
I
時
代
の
生
涯
学
習
〟
が

成
立
す
る
の
か
否
か
戌
年
の
年
男
が

自
問
自
答
し
て
い
る
昨
今
で
す
。 
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高
齢
社
会
白
書
（
平
成
29
年
版
）
が
提
議
す
る
課
題

さ
く
ら
体
操
指
導
者 

竹
本 

靖
雄

標
題
白
書
は
昨
年
取
上
げ
た「
２

０
２
５
年
問
題
」
に
関
連
し
注
目
致
し

て
居
り
ま
し
た
。
特
に
新
た
な
展
開
を

見
せ
る
項
目
に
つ
い
て
説
明
を
加
え
、

高
齢
化
社
会
の
現
状
を
皆
さ
ん
に
正

し
く
理
解
し
て
頂
き
、
何
が
将
来
の
課

題
に
成
る
の
か
真
剣
に
考
え
て
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

１
．
高
齢
化
の
現
状
と
其
の
見
通
し
に

就
い
て 

［
表
1
］
の
通
り
総
人
口
が
減
少
す

る
中
で
高
齢
化
率
は
上
昇
し
、
予
測
で

は
２
０
４
２
年
に
３
９
３
５
万
人
（
対
２

０
１
６
年
比
113･

8
%
）
で
ピ
ー
ク
を

迎
え
る
。
高
齢
者
人
口
数
２
０
１
０
年

基
準
100
と
し
２
０
１
６
年
118･

3
、
２

０
２
５
年
125･

8
、
２
０
３
０
年
127･

0

と
な
り
負
担
が
増
加
す
る
こ
と
を
意

味
す
る
。
更
に
将
来
的
展
望
で
は
年

少
者
の
減
少
が
其
の
傾
向
を
増
進
さ

せ
る
。 

２
．
平
均
寿
命
に
就
い
て 

２
０
１
５
年
は
男
性
80
・75
年
、
女

性
86
・99
年
で
年
々
増
加
し
て
居
り
、

２
０
６
５
年
に
は
男
性
84
・95
年
、
女

性
91
・35
年
を
超
え
る
と
し
て
居
る
。 

３
．
高
齢
者
の
家
族
と
世
帯
に
就
い
て 

２
０
１
５
年
の
65
才
以
上
の
高
齢
者

が
居
る
世
帯
数
は
２
３
７
２
万
４
千
世

帯
と
全
世
帯
数
５
０
３
６
万
１
千
世
帯

の
47･

1
%
を
占
め
る
。
遡
り
１
９
８

０
年
（
昭
和
55
年
）
に
は
3
世
代
世
帯

が
50･

1
%
で
あ
っ
た
が
２
０
１
５
年

に
は
夫
婦
の
み
の
世
帯
が
31･
5
%
、

単
独
世
帯
26･

3
%
を
併
せ
る
と

57･

8
%
に
達
し
て
居
る
。
［表
2
］ 

４
．
社
会
保
障
費
に
就
い
て 

社
会
保
障
費
は
１
９
６
０
年
代
ま
で

は
失
業
対
策
や
生
活
保
護
が
中
心
だ

っ
た
が
、
次
第
に
社
会
保
険
や
老
人
福

祉
を
中
心
と
す
る
社
会
福
祉
、
介
護

等
に
重
点
が
移
り
増
大
し
て
居
る
。 

表 1．高齢化の現状と其の見通しに就いて 単位：万人（人口）、  %（構成比） 

単独世帯 夫婦のみ 親と未婚の子 3世代世帯 其の他 合計

1980年 910（10.0） 1,379（16.2） 891（10.5） 4,254（50.1） 1,062（12.5） 8,496（100）
2015年 6,243（26.3） 7,469（31.5） 4,704（19.8） 2,906（12.2） 2,402（10.1） 23,724（100）

表 2．６５才以上の人がいる世帯数及び構成割合 厚生省「国民生活基礎調査」   単位；千世帯  （構成比％） 

年少人口 生産年齢人口

65～74才 75才以上 合計65才以上 0～14才 15～64才
2016年 12,693（100） 1,768（13.9） 1,691（13.3） 3,459（27.3） 1,578（12.4） 7,656（60.3）
2025年予想 12,254（100） 1,497（12.2） 2,180（17.8） 3,677（30.0） 1,407（11.5） 7,170（58.5）
2030年予想 11,913（100） 1,425（12.0） 2,288（19.2） 3,713（31.2） 1.321（11.1） 6,875（57.7）
2010年実績 12,806（100） 1,517（11.9） 1,407（11.1） 2,924（23.0） 1,680（13.1） 8,103（63.2）

年次 総人口
高齢者人口

４－１．財政上の歳出総額の内訳 平成 29 年度予算   単位；億円    （構成比%）

歳出総額 社会保障費 公共事業費 文教科学費 防衛関係費 地方交付税 其　の　他 国　債　費

974,547 (100) 324,735 (33.3) 59,763 (6.1) 53,567 (5.5) 51,251 (5.3) 155,671(16.0) 94,274 (9.6) 235,285(24.1)



台
所
か
ら
始
ま
る
身
の
回
り
の
物 

東
京
学
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大
学
名
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教
授 

大
井
み
さ
ほ

 

 

「
台
所
と
物
理
」
と
い
う
題
で
講
義

を
し
た
の
は
昨
年
の
9
月
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
力
が
関
係
す

る
力
学
を
先
ず
取
り
上
げ
、
次
に
熱

や
圧
力
な
ど
の
熱
力
学
の
分
野
と
電

磁
気
学
の
分
野
に
入
り
、
電
子
レ
ン

ジ
や
冷
蔵
庫
な
ど
を
話
し
た
。
そ
の

後
の
経
験
か
ら
、
台
所
か
ら
も
っ
と

範
囲
を
広
げ
て
家
庭
内
外
に
関
係

す
る
身
の
回
り
の
物
理
を
取
り
上
げ

て
み
た
く
な
っ
た
。 

そ
う
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
理
由 

の
一
つ
は
私
が
関
係
し
た
八
王
子
市

立
中
学
校
全
44
校
を
対
象
と
す
る

夏
休
み
自
由
研
究
の
コ
ン
ク
ー
ル
で

あ
る
。
研
究
テ
ー
マ
の
多
く
は
、
家
庭

で
の
身
近
な
経
験
に
基
づ
く
も
の
が

多
い
。
そ
れ
ら
を
分
類
す
る
と
圧
倒

的
に
物
理
が
多
く
、
次
が
生
物
で
あ

る
。
世
間
で
は
物
理
と
言
う
と
苦
手

と
言
う
反
応
が
多
い
の
に
、
生
徒
た

ち
は
ど
う
し
て
物
理
的
な
テ
ー
マ
を

取
り
上
げ
る
の
か
を
考
え
る
と
、
私

た
ち
の
生
活
の
身
の
回
り
に
は
実
に

物
理
的
な
事
象
が
多
い
の
で
あ
る
。

生
徒
た
ち
の
研
究
テ
ー
マ
を
見
る
と
、

最
優
秀
賞
が「
う
ち
わ
の
研
究
」
、
優

秀
賞
が「
気
圧
計
の
開
発
」
と
、
二
つ

と
も
物
理
で
あ
る
。
奨
励
賞
10
点
の

う
ち
物
理
は
表
面
張
力
、
慣
性
、
摩

擦
、
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
イ
ッ
チ
と
4
作
品

も
あ
る
。 

さ
て
身
の
回
り
を
見
る
こ
と
に
入

ろ
う
。
高
齢
に
な
っ
て
く
る
と
家
の
中

に
潜
む
危
険
が
気
に
な
っ
て
く
る
。

力
学
的
な
危
険
を
ま
ず
考
え
る
と
、

転
ぶ
こ
と
で
あ
る
。
私
た
ち
が
立
っ
て

い
ら
れ
る
の
は
体
の
重
心
の
位
置
が

身
体
の
中
に
あ
る
か
ら
で
、
こ
れ
が

転
び
か
け
て
い
る
と
き
は
身
体
の
外

に
ず
れ
か
け
た
時
だ
。
力
は
質
量
×

加
速
度
で
表
さ
れ
る
か
ら
、
横
向
き

の
加
速
度
が
大
き
い
と
身
体
は
す
ご

く
速
く
横
に
ず
れ
重
心
が
体
の
外
に

出
て
し
ま
い
、
倒
れ
て
し
ま
う
。
転
ば

な
い
よ
う
に
す
る
に
は
こ
の
横
向
き

の
力
が
小
さ
い
こ
と
が
大
切
だ
。
小

さ
い
と
い
う
こ
と
は
加
速
度
が
小
さ

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
体
の
動

き
に
関
係
す
る
速
さ
を
ゆ
っ
く
り
に

す
れ
ば
、
速
さ
の
変
化
の
程
度
を
示

す
加
速
度
も
小
さ
く
な
る
。
な
に
ご

と
も
せ
か
せ
か
と
す
る
の
で
な
く
、

ゆ
っ
く
り
動
け
ば
転
倒
事
故
も
減
る

の
だ
と
、
そ
そ
っ
か
し
い
自
分
自
身
に

言
い
聞
か
せ
て
い
る
。 

４－２．社会保障給付額の推移 単位：兆円   （構成比%） 【伸長率%、2010 年基準】 

年次 総額 医療関連 年金関連 福祉・他項目

2015年 (平成27) 114.85 (100) 【109.0】 37.71 (32.8) 【113.6】 54.94 (47.8) 【103.7】 22.20 (19.3) 【115.6】

2010年 (平成22) 105.36 (100) 【100.0】 33.17 (31.5) 【100.0】 52.98 (50.3) 【100.0】 19.20 (18.2) 【100.0】

４－３．社会保障財源に就いて 
2015 年の国庫負担は 33 兆４,423 億円、地方自治体 13 兆 6,956 億円、計 46 兆 1,379 億円 
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２
０
１
８ 

我
が
家
の
初
日
の
出 

松
蔭
大
学
教
授 

中
村 

龍
一

こ
の
原
稿
は
平
成
最
後
の
初
春
に

書
い
て
い
ま
す
。
私
は
、
元
旦
の
午
前

8
時
頃
、
お
隣
の
庭
の
端
に
あ
る
プ

レ
ハ
ブ
の
物
置
か
ら
顔
を
出
し
た
ご

来
光
を
拝
み
ま
し
た
。
プ
レ
ハ
ブ
山
か

ら
の
ご
来
光
は
ま
ぶ
し
く
輝
き
、
富

士
山
頂
に
負
け
な
い
初
日
の
出
で
し

た
。 と

こ
ろ
で
、「
日
の
出
、
日
の
入
り
」

は
現
代
科
学
で
は
間
違
い
で
す
ね
。

天
動
説
だ
か
ら
。「
宇
宙
か
ら
見
れ

ば
動
か
な
い
の
は
太
陽
で
、
地
球
は 

 

そ
の
回
り
を
め
ぐ
っ
て
い
る
」
と
小
学

校
の
理
科
で
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

で
も
、
私
に
は
間
違
い
な
く
初
日
の

出
は
プ
レ
ハ
ブ
山
か
ら
昇
っ
て
き
ま
す
。

思
わ
ず
手
を
合
わ
せ
る
の
で
す
。 

近
代
の
神
と
も
い
え
る
科
学
が
排

除
し
た
日
常
生
活
の「
真
実
」を
考
え

る
こ
と
に
、
私
は
興
味
が
あ
り
ま
す
。

昨
年
、
お
話
し
さ
せ
て
頂
い
た
柳
田

国
男
『
遠
野
物
語
』
も
そ
の
ひ
と
つ
で

す
。
科
学
の「
事
実
」
は
あ
る
条
件
の

中
で
成
立
す
る
法
則
で
す
。
私
た
ち

の
暮
ら
し
は
も
っ
と
複
雑
で
す
。
と
く

に
、「
人
の
心
」
は
、
深
い
底
な
し
の
深

層
の
井
戸
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
だ
っ

て
、
こ
こ
に
い
る
私
を
起
源
（
先
祖
）
へ

と
遡
っ
て
い
く
と
、
類
人
猿
、
猿
な
ど

の
哺
乳
豪
物
、
魚
類
、
苔
な
ど
の
植

物･･････

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
も
の
が
全
部
つ
な
が
っ
て「
今
、
こ

こ
」
の
私
な
の
で
す
。
こ
う
考
え
る
と

本
当
に
命
は
不
思
議
で
す
。 

今
年
は
戌
年
、
私
も
戌
年
の
年
男

で
す
。
我
が
家
に
は
丑
年
生
ま
れ
の

チ
ワ
ワ
の「
ポ
チ
」
が
い
ま
す
。
私
は
こ

の「
ポ
チ
」
と
未
知
の
交
信
を
す
る
こ

と
が
愉
し
み
で
す
。「
ポ
チ
」
は
何
を

考
え
て
い
る
の
か
、
私
に
は
未
来
永

劫
わ
か
り
ま
せ
ん
。
で
も
、「
交
信
で

き
た
」
と
、
思
え
る
と
き
が
あ
る
の
で

す
。
私
の
思
い
込
み
か
も
し
れ
ま
せ

ん
ね
。
我
が
家
の「
ポ
チ
」
は
怪
し
い

人
に
吠
え
ま
す
。
し
つ
こ
く
さ
れ
る

と
牙
を
む
き
ま
す
。
私
は
そ
の
野
生

が
好
き
で
す
。
そ
こ
で
年
賀
状
の
ご

挨
拶
の
句
は
こ
う
な
り
ま
し
た
。 

初
空
に 

い
ま
を
駆
け
抜
く 

ポ
チ
の
残
映 

 

龍 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
小
金
井
雑
学
大
学
の
ご
発
展

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 
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20 周年記念講演のお知らせ 

「大伴家持の『旅』」 
藤井 一二氏(松蔭大学特任教授) 
3 月 18 日(日) 14 時～15 時 30 分 

■会場:萌え木ホール(商工会館 3 階) 
■講演終了後懸賞論文受賞者表彰 
■その後祝賀会開催(参加費 3,000 円) 
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